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成人が増えているo 1988年の教育改革法 CEducationReform Act)の施行以来、従来のポリ
テク CPolytechnics)が大学に昇格し、イギリスの大学数が一挙に 2倍近くになったことも、
継続教育カレッジが大学受験資格取得を目的とした機関と化す一因となっているO
この継続教育カレッジに、多くの修了生を教師として送っている Universityof Nottingham， 






















までの13年間 Universityof Readingで開発途上国教育理事長を務める傍ら Universityof 
Surreyでも教鞭をとっていた。成人教育における理論家であり実践家でもある Rogersの成
人教育に関する著書は数多くあるが、核となる著書は1986年初版の“TeαchingAdults"8であ
るO この初版は 6回の再版が重ねられた後、 1996年に第2版が出版され、更に 4回の再版を経
て、 2002年に第3版が出版されるほど多くの人々の関心を集めているo Rogersは“Teaching
Adults"において一貫し「成人目を効果的に教えたいのであれば、成人の自然な学習実践とプ














しての確信が持てなくなってきた Rogersは、 1999年の半年間サパテイカルを取り、 Center































(1 ) 習得による学習 CAcquisitionlearning) 
Rogersは「学習」には 2つの異なるプロセスがあると述べ、それについて言及するにあた

























































































































































































































(1) I子どもの生徒」から見た自分今 [子ども]+ [生徒]
教師から見た「子どもの生徒」 今 [子ども]十[生徒]
* [子ども]の要素と[生徒]の要素に矛盾がないので、緊張は起こらない
(2) 「成人の生徒」から見た自分 二〉 [畿室長]+ [生徒]
教師から見た「成人の生徒」 二今 [鐘遂IJ+ [生徒]
「成人の生徒」から見た自分 二今 [成人]+ [畿重量]
教師から見た「成人の生徒」 二今 [成人]+ [盤劃
*同じ要素を見ているので緊張は起こらない
(3) I成人の生徒」から見た自分 今 [滋遜]+ [生徒]
教師から見た「成人の生徒」 今 [成人]+ [畿盤]
「成人の生徒」から見た自分 =} [成人] •• 十[塗議]
教師から見た「成人の生徒」 キ C遊撃塁]+ [生徒]
*見ている要素が異なるので|緊張が起こる|
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